
　

開
設
当
日
、
一
時
避
難
所
へ
の
申
し
込
み

を
し
た
の
は
、
福
島
県
の
避
難
対
象
地
区
か

ら
の
四
世
帯
、
十
一
人
。
地
震
直
後
、
近
所

の
避
難
所
に
向
っ
た
と
き
は
、
道
が
道
で
な

く
な
っ
て
い
た
と
被
害
の
大
き
さ
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
津
波
や
余
震
が
収
ま
れ
ば
、

す
ぐ
に
自
宅
に
帰
れ
る
と
思
っ
て
い
た
矢
先

の
避
難
指
示
。
い
つ
自
分
の
家
に
帰
る
こ
と

が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
慣
れ
な
い

土
地
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

市
自
治
会
連
合
会（
栗く

り

原は
ら

博ひ
ろ

司し

会
長
）か
ら

は
、
炊
き
出
し
協
力
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
櫻

さ
く
ら

井い

晶あ
き

夫お

副
会
長
は
「
困
っ
た
と
き
は

お
互
い
さ
ま
で

す
。
十
分
な
も

て
な
し
は
で
き

な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
川

越
で
一
息
つ
い

て
も
ら
え
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま

す
。
温
か
い
も

の
を
食
べ
て
、

少
し
で
も
心

と
体
を
休
め

て
も
ら
え
れ

ば
」
と
避
難

さ
れ
た
方
を

気
遣
い
ま

す
。

　

夕
食
は
、

お
に
ぎ
り
と

豚
汁
。
調
理

に
当
た
っ
た

増ま
す

田だ

エ
イ
子こ

さ
ん
（
渋
井
）は
、「
お
い
し
い

と
食
べ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。
少
し

で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
す
」。

炊
き
出
し
準
備
は
、
防
災
訓
練
で
積
み
重
ね

た
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
の
手
伝
い
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
応
援
に
駆
け
つ
け
行
い
ま
す
。

　

避
難
し
て
き
た
方
は
、「
こ
の
先
の
見
通

し
が
立
た
な
い
の
は
不
安
で
す
。そ
れ
で
も
、

今
は
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
る

の
が
あ
り
が
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
・
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
避
難
さ
れ
た
方
の

た
め
、
3
月
24
日
、
農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
伊
佐
沼
）、
芳
野
台
体
育
館（
芳

野
台
一
丁
目
）、
教
育
セ
ン
タ
ー
（
古
谷
上
）を
一
時
避
難
所
と
し
て
開
設
し
ま
し

た
。
受
け
入
れ
が
可
能
な
人
数
は
、
三
施
設
で
約
五
百
五
十
人
。
市
自
治
会
連
合

会
な
ど
と
協
力
し
、
支
援
に
当
た
り
ま
し
た
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

市
内
三
か
所
に
一
時
避
難
所
設
置

　

3
月
11
日
の
大
地
震
発
生
直
後
は
、停
電
に
よ
り
交
通
機
関
は
乱
れ
、

川
越
で
も
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
出
ま
し
た
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に

未
曾
有
の
大
災
害
の
状
況
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
停
電
や
燃
料
の
供
給
不

足
が
生
活
へ
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

川
越
市
の
援
助
活
動（
3
月
）

11
日
◆
地
震
発
生

　
　

◆ 

帰
宅
困
難
者
の
た
め
に
避
難
所（
中
央
・
仙
波
・
高
階
小
学
校
、
富
士
見
中

学
校
、
県
立
川
越
工
業
高
校
）を
開
設
。
計
六
百
十
八
人
収
容

　
　

◆ 

保
育
園
・
学
童
保
育
室
で
通
常
の
時
間
を
延
長
し
、
園
児
・
児
童
の
保
護

　
　

◆ 

川
越
地
区
消
防
組
合
の
緊
急
消
防
援
助
隊（
隊
員
十
八
人
、
車
両
五
台
）が
岩

手
県
陸
前
高
田
市
に
向
け
出
動（
そ
の
後
、
順
次
派
遣
、
継
続
予
定
）

12
日
◆
上
下
水
道
局
の
職
員
四
人
、
給
水
車
一
台
が
茨
城
県
稲
敷
市
に
向
け
出
動

14
日
◆ 

計
画
停
電
が
始
ま
る

　
　

◆ 

市
役
所
・
出
張
所
・
連
絡
所
で
義
援
金
受
け
付
け

15
日
◆
小
中
学
校
へ
の
給
食
中
止

16
日
◆
緊
急
危
機
管
理
対
策
本
部
設
置

　
　

◆ 

臨
時
電
話
を
開
設
し
、
二
十
四
時
間
体
制
で
問
い
合
わ
せ
に
対
応

18
日
◆ 

市
・
Ｊ
Ｒ
川
越
線
整
備
促
進
協
議
会
・
東
武
東
上
線
改
善
対
策
協
議
会
が
、

列
車
運
行
区
間
の
拡
大
と
安
定

的
な
運
行
本
数
の
確
保
を
各
鉄

道
事
業
者
に
要
望

22
日
◆ 

保
健
師
等
の
職
員
を
派
遣
、
健

康
相
談
や
保
健
活
動
を
支
援（
仙

台
市
太
白
区
ほ
か
に
4
月
19
日

ま
で
計
7
チ
ー
ム
を
派
遣
予
定
）

24
日
◆ 

震
災
・
原
子
力
発
電
所
事
故
で

避
難
さ
れ
た
方
を
受
け
入
れ
る

一
時
避
難
所
を
設
置

保健師らを乗せ、仙台市に向け出発する
緊急車両

必要な情報を知らせる掲示板を設置
（農業ふれあいセンター）

支会ごとに順番で調理に当たります
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停
電
が
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
さ
ま
ざ

ま
。
事
前
の
準
備
・
確
認
が
大
切
で
す
。

水�

道
…
市
内
全
域
で
水
圧
低
下
や
濁
水
の

発
生
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
給
水
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
い
る
建

物
で
は
水
が
出
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
飲
み
水
な
ど
、
必
要
な
水
を
あ

ら
か
じ
め
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

ガ�

ス
…
換
気
扇
が
使
え
な
い
場
合
は
、
窓

を
開
け
る
な
ど
、
十
分
な
換
気
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
器
具
に
よ
り
停
電
中
は

使
用
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

電�

話
…
固
定
電
話
は
、
機
器
に
よ
り
使
用

で
き
な
く
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
警

察
・
消
防
へ
の
連
絡
、
急
ぎ
の
電
話
は
、

公
衆
電
話
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

不
要
不
急
な
通
話
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

電�

車
・
バ
ス
…
運
行
に
乱
れ
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
状
況
は
、
各

交
通
機
関
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

交�

差
点
…
一
部
の
交
差
点
は
、
自
動
発
電

で
信
号
機
が
作
動
し
ま
す
。
警
察
官
を

配
置
で
き
な
い
交
差
点
で
の
通
行
、
横

断
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市�

の
業
務
…
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
施
設
の
休
館
や
開
館

時
間
の
変
更
は
、
事
前
に
各
施
設
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

午
後
6
時
か
ら
7
時
ま
で
は
、
電
力
消

費
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
消
費
電
力
が
大

き
い
洗
濯
機
、
炊
飯
器
、
電
子
レ
ン
ジ
な

ど
の
使
用
は
、
こ
の
時
間
帯
を
避
け
、
一

時
的
に
電
力
消
費
量
が
多
く
な
る
の
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
次
の
工
夫
な
ど
で
家
庭
で

の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●�

空
調
機
器
の
設
定
温
度
は
、
控
え
め
に

す
る

●
空
調
機
器
を
使
う
時
間
を
減
ら
す

●�

カ
ー
テ
ン
を
使
い
、
冷
暖
房
効
率
を
上

げ
る

●
着
る
物
で
体
温
調
節
を
す
る

●�

暖
房
便
座
の
温
度

を
低
く
設
定
す
る

●�

主
電
源
を
こ
ま
め

に
切
る

●�

夜
間
の
炊
飯
器
の

保
温
を
や
め
る

●�

テ
レ
ビ
を
見
な
い

時
は
消
す

●
冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い

●�

ご
み
処
理
に
は
、電
気
が
使
わ
れ
ま
す
。

ご
み
の
減
量
が
、
節
電
に
つ
な
が
り
ま

す
＊
空
調
機
器
の
電
気
を
必
要
以
上
に
消
す

な
ど
し
て
体
調
を
崩
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

災
害
情
報
を
受
け
取
る
た
め
に防

災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
4

■
防
災
行
政
無
線

　

市
内
二
百
八
十
四
か
所
の
拡
声
子
局（
ス
ピ
ー
カ
ー
）か
ら
災
害
情
報
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
9
月
30
日
ま
で
は
、毎
日
午
後
5
時
に
機
器
の
動
作
確
認
を
目
的
に
、

音
楽（
曲
名
は
、
野
ば
ら
）を
放
送
し
て
い
ま
す
。

■
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

避
難
勧
告
や
避
難
所
開
設
状
況
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
配
信
を
受

け
る
に
は
、
メ
ー
ル
送
受
信
が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
・
P
H
S
が
必
要

で
す（
機
種
に
よ
り
操
作
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
）。
登
録
料
・
情
報
提
供
料
は

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
や
メ
ー
ル
受
信
な
ど
に
か
か
る
費
用

は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
登
録
申
し
込
み

登
録
す
る
前
に
必
要
な
こ
と

　

必
ず「
利
用
規
約
」
と「
登
録
の
流
れ
」
を
読

ん
で
く
だ
さ
い
。登
録
申
し
込
み
を
し
た
方
は
、

利
用
規
約
に
同
意
し
た
と
み
な
し
ま
す
。
利
用

規
約
・
登
録
の
流
れ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

市
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
の
「
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
」
の
ペ
ー
ジ
ま
た

は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
検
索
で
き

ま
す
。

仮
登
録
・
本
登
録

　

画
面
表
示
に
従
い
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
伝
達
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

防
災
行
政
無
線
は
、
周
囲
の
建
物
の
状
況
や
家
の
中
で
聞
く
位
置
、
雨
や
風
向
き

な
ど
の
気
象
条
件
に
よ
り
聞
き
取
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー

同
士
の
音
が
重
な
り
合
わ
な
い
よ
う
に
放
送
を
ず
ら
す
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
聞
き

取
り
や
す
い
場
所
を
毎
日
の
音
楽
放
送
を
活
用
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
情
報
が
伝
わ
ら
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
声
を
か
け
る
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
心
が
け
、
正
確
な
情
報
伝
達
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

登録から配信までの流れ

川
越
市
役
所

メ
ー
ル
送
信
会
社

登
録
希
望
者

仮
登
録

本
登
録

①空メール送信

②登録フォーム

③登録の送信

④登録完了の返信

メール配信↓

↓
↑

↓

↑

↓

↓

操
作

停
電
で
起
こ
る
こ
と

家
庭
で
で
き
る
節
電




